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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年６月26日に提出いたしました第114期(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)有価証券報告書　　

の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】　

　　第５　【経理の状況】

　　　　１　【連結財務諸表等】

　　　　　（1）【連結財務諸表】

　　　　　　　【注記事項】

　　　　　　　　（会計方針の変更）

　　　　　　　　 (企業結合等関係)

　　　　　　　 　(１株当たり情報)

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

　　第５　【経理の状況】

　　　　１　【連結財務諸表等】

　　　　　（1）【連結財務諸表】

　　　　　（会計方針の変更）

　（訂正前）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退

職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適

用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債

として計上する方法に変更し、退職給付債務を退職給付に係る負債として計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る累計調整額に加減しておりま

す。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が537,475千円計上されております。また、その他の包

括利益累計額が119,290千円減少しております。

 
　（訂正後）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退

職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適

用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債

として計上する方法に変更し、退職給付債務を退職給付に係る負債として計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る累計調整額に加減しておりま

す。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が537,475千円計上されております。また、その他の包

括利益累計額が119,290千円減少しております。

なお、1株当たり情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 
　　　　　（企業結合等関係）

　（訂正前）　

　　取得による企業結合
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(1)企業結合の概要

　①取得企業の名称及び事業の内容

　　　被取得企業の名称　　三興商事株式会社及び三興機器株式会社

　　　事業の内容　　　　　三興商事株式会社は軸受の販売およびこれに附帯する業務

　　　　　　　　　　　　　三興機器株式会社は消音、防音機器の製作加工及び販売、他これらに附帯する事業

　②企業結合を行った理由

軸受ユニット販売事業の規模の拡大と、関連業務の一体的運用による効率化を図り、軸受ユニット及び機械器

具部品事業の競争力を高めるため。

　③企業結合日

　　　平成26年1月28日

　④企業結合の法的形式

　　　株式取得

　⑤結合後の企業の名称

　　　三興商事株式会社及び三興機器株式会社

　⑥取得した議決権比率

　　　100％

 
　(訂正後)

　　取得による企業結合

(1)企業結合の概要

　①取得企業の名称及び事業の内容

　　　被取得企業の名称　　三興商事株式会社及び三興機器株式会社

　　　事業の内容　　　　　三興商事株式会社は軸受の販売およびこれに附帯する業務

　　　　　　　　　　　　　三興機器株式会社は消音、防音機器の製作加工及び販売、他これらに附帯する事業

　②企業結合を行った理由

軸受ユニット販売事業の規模の拡大と、関連業務の一体的運用による効率化を図り、軸受ユニット及び機械器

具部品事業の競争力を高めるため。

　③企業結合日

　　　平成26年1月28日

　④企業結合の法的形式

　　　株式取得

　⑤結合後の企業の名称

　　　三興商事株式会社及び三興機器株式会社

　⑥取得した議決権比率

　　　100％

　⑦取得企業を決定するに至った根拠

　　　現金を対価とした株式取得により当社が議決権の100％を取得したためであります。

(2)連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間

　当連結会計年度末みなし取得のため、被取得企業の業績は、当連結会計年度の業績に含まれておりませ

ん。　　　

(3)被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 ３００，０００千円

取得原価 ３００，０００千円
 

(4)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間　　　　　

　①発生したのれんの金額

　　　３２４，３４４千円

　②発生原因

　　　今後の事業展開によって期待される将来の超過収益によるものであります。

　③償却方法及び償却期間

　　　10年間にわたる均等償却
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(5)企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　　流動資産　　　　　　　　４４１，０１３千円　　　　　　

　　固定資産　　　　　　　　２０５，９５５千円

　　資産合計　　　　　　　　６４６，９６９千円

　　流動負債　　　　　　　　６０５，０４８千円

　　固定負債　　　　　　　　　６６，２６５千円

　　負債合計　　　　　　　　６７１，３１３千円

(6)企業結合が当連結会計年度の開始に日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす

影　　　響の概算額及びその算定方法

　　売上高　　　　　　　１，０３２，８１７千円

　　営業利益　　　　　　　　　４６，０９０千円

　　経常利益　　　　　　　　　６０，４５３千円

　（概算額の算定方法）

企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定し、算出された売上高及び損益情報と当社の損益情報

との差額を影響の概算額としております。

　　なお、影響の概算額については、監査証明を受けておりません。

 
　　　　　（１株当たり情報）

　（訂正前）

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

(1)１株当たり純資産額 782円77銭 852円71銭

(算定上の基礎)   

純資産の部の合計額　　　(千円) 4,674,461 5,091,977

純資産の部の合計額から
控除する金額　　　　　　(千円)

― ―

普通株式に係る純資産額　(千円) 4,674,461 5,091,977

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数　(千株)

5,971 5,971
 

 

項目
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

(2)１株当たり当期純利益 54円84銭 72円78銭

(算定上の基礎)   

連結損益及び包括利益計算書上の
当期純利益              (千円)

327,475 434,594

普通株式に係る当期純利益(千円) 327,475 434,594

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,971 5,971
 

(注)潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

 

　（訂正後）

EDINET提出書類

旭精工株式会社(E01606)

訂正有価証券報告書

4/5



(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

(1)１株当たり純資産額 782円77銭 852円71銭

(算定上の基礎)   

純資産の部の合計額　　　(千円) 4,674,461 5,091,977

純資産の部の合計額から
控除する金額　　　　　　(千円)

― ―

普通株式に係る純資産額　(千円) 4,674,461 5,091,977

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数　(千株)

5,971 5,971
 

 

項目
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

(2)１株当たり当期純利益 54円84銭 72円78銭

(算定上の基礎)   

連結損益及び包括利益計算書上の
当期純利益              (千円)

327,475 434,594

普通株式に係る当期純利益(千円) 327,475 434,594

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,971 5,971
 

(注) 1.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

2.(会計方針の変更)に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経過的な

取扱に従っております。この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、19.97円減少しております。
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